
本紙は再生紙を使用しています。

愛知県印刷工業組合
人に 社会に 想いを カタチに

グランプリ受賞の
杉山真夕さんの作品
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ます。国連のコンセプトは「取り組みによって付加
価値がどれだけ上がったか言いなさい」となって
いるのだそうです。弊社の場合はここが抜けてい
るわけです。だからSDGsをやっているうちに入
らない。
現在、多くの企業が何かしらSDGsへの対応を
されていると思います。しかし、おざなりでやって
いる企業が大半なのではないでしょうか。影山先
生によれば、中高生の頃からSDGsに触れてきた
今の学生たちは本質を理解していて、きちんと取
り組んでいる企業はわかるそうです。今後クライ
アントから求められることも増えるでしょうし、学
生の就職先選択でも重視されるポイントとなるで
しょう。
SDGs対応についての外部評価、また成果を視
覚化するためのツールとして全印工連ＣＳＲ認定
制度は有効だと思います。まずはワンスター。きち
んと経営戦略としてSDGsに取り組むのであれば、
成果を求められるためハードルは上がりますが、ツ
ースター、スリースターとより上位認定を目指して
いくことが良いのだと思いました。もちろんSDGs
のゴールやターゲットに整理し直す必要はあるも
のの、CSRを差別化戦略として考えるのであれば
必要なことのように思います。

材料値上げが激しさを増してきました。
紙離れが一段と加速することが予想されます。
言うは易しですが、特に販促施策で紙ツールを使
用する場合は費用対効果を説明できることが本当
に重要な要素になりそうです。
過日9月29日、全印工連CSRサミットがウイ
ンクあいちにて開催され、盛会裏に終わりました。
基調講演、パネルディスカッションも分科会も非
常に濃い内容で、参加された皆様には得るところ
の多いイベントであったと思います。
私も自社の取り組みを省みながら話を聴き、あ
っという間に所定の3時間が過ぎてしまいました。
改めて痛感をしたのは、自社の取り組みがいか
におざなりのものだったかということです。CSR
の取り組みをSDGs17のゴールに当てはめ、宣言
として公表をしております。「地域貢献に前向きな
会社」の評価もある程度いただいていると自負も
しております。しかし何か圧倒的に重要なものが
足りていない。その答えが分科会での影山先生の
お話の中にありました。
「SDGsをやっています。というのは経営戦略化
できている場合のみ。」
経営戦略化ということは成果が数値化されてい
て、進捗度合いを監視できているということになり
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巻頭言
「経営戦略としてのSDGs」

CSR・ブランディング委員長　竹倉　幹雄
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入賞・入選作品展／表彰式
グランプリ（最優秀賞）に杉山真夕さん
（山本学園情報文化専門学校）

挨拶する鳥原久資愛印工組理事長 来賓の渡邉仁美課長補佐（左）と上兼陽子担当課長

愛知県、岐阜県、三重県、石川県、富山県の印刷工業組合と愛知
県印刷協同組合が主催する「第13回ポスターグランプリ」の表彰
式が「ポスターグランプリ入賞・入選作品展」最終日の10月30日
名古屋・栄の愛知芸術文化センターアートスペースAで、来賓、審
査委員、受賞関係者など多数を招き行なわれた。表彰式ではグラ
ンプリほか、優秀賞6名、特別賞13名、協賛会社賞35名、計55名
に賞状、副賞が授与された。司会進行は森 智岐阜印工組事業委員
長が務めた。また、入賞・入選作品展は、10月25日から30日まで
愛知県美術館ギャラリー展示室D で開催された。

賑わいを見せる会場

ようになった。13年前の立ち上げ時は、愛知県だけで大学
生、専門学校生、高校生を対象にスタートした。そこから岐阜
県、三重県、石川県、富山県にも参加いただき、応募対象者も
社会人まで拡げ、今は印刷業界ではなくてはならないこの地
方の大きなイベントに育った。
　今回のテーマは〝カタチ〟ということで、苦労されたと思
う。毎年のテーマは、なるべく具体的な言葉を避け、一言で表
すことを心掛けてデザインの幅を狭めないように気を付けて
いる。今回グランプリの杉山さんの作品は、形の大小を組み
合わせて、立体感を出すというものである。一つのカタチの
捉え方でも人によって表現の仕方も違う。
　デザインはいつの時代も社会を反映し、社会の状況を表現
する大事な物として捉えられてきた。昨今はAIが絵を描く時
代も到来しているが、AIが描いているのではなく、過去の情
報の蓄積をソフトが表現しているだけである。皆さんが作っ

　ポスターグランプリ表彰式

　表彰式の冒頭、主催者を代表して挨拶に立った審査委員長
の鳥原久資愛知県印刷工業組合理事長は次のように述べた。
　「13回目を迎えたポスターグランプリは、コロナも少し落
ち着きをみせており、久々に多くの受賞者に出席いただける

■愛知・岐阜・三重・石川・富山工組・愛印協主催
第13回「ポスターグランプリ」
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グランプリ及び優秀賞の受賞者。左より、鳥原理事長、中嶋渓心、宮丸貴臣、杉山真夕（グランプリ）、
上田ミカ、塚本晋吉、水野結衣、采女周平の皆さん

愛知県印刷工業組合理事長賞受賞の
赤座さんと鳥原理事長

グランプリ受賞の杉山さんと鳥原理事長

ているデザインは皆さんが考え、皆さんの感性のままに表現
したのが作品である。
　デジタル化になり、紙媒体が少しずつ少なくなっている現
状ではあるが、それが紙であろうとデジタルであろうと表現
をするということに変わりがない。この受賞を切っ掛けに
我々と同じようなフィールドに立ち、世相、想いを表現する
代弁者に一歩踏み出していただければ幸いである。」
　次いで、来賓の経済産業省中部経済産業局産業部流通・
サービス産業課の渡邊仁美課長補佐、愛知県経済産業局産業
部産業振興課の上兼陽子担当課長、さらに審査に当った新家
春二新家デザイン室代表、中部デザイン団体協議会安藤誠一
郎会長、柳 智賢RYU DESIGN代表の各審査委員、各県工組
の役員が紹介された後、グランプリ（最優秀賞）、優秀賞、特別
賞、協賛会社賞の授与に移り、それぞれの受賞者に賞状と副
賞が贈られた。
　来賓祝辞では、来賓を代表して中部経済産業局の渡邊仁美
課長補佐が次のように述べた。
　「我々はこの2年間コロナ禍という大変厳しい状況を経験
したが、ようやく感染状況も落ち着き、経済の復興も見てき
ている。また、2025年には関西・大阪万博が開催される予定

である。この万博のテーマは『いのち輝く未来社会のデザイ
ン』であり、実装すべき未来社会のデザインを創造するとい
う視点で開催される。経済産業省としてもより良い社会の創
造に向けて、デザインの可能性が拡大しており、デザイン振
興を通じて、経済の活性化や文化の創造、社会課題の解決に
つながることを望んでいる。
　国内外の研究結果から、将来、日本の労働人口の約49％を
ロボット、AIに代替される可能性が高いといわれているが、
デザインについてはAIに代替えされない可能性が高い職業
として上げられている。ポスターグランプリは、将来性のあ
るデザイナーの育成と、当地のデザイン力の向上に大きく貢
献していると聞く。印刷業界、デザイン業界の発展に大変寄
与していると認識している。これからの印刷業界、デザイン
業界を背負って立つ存在になることを期待している。」

　ポスターグランプリ入賞・入選作品展

　第13回を迎えたポスターグランプリ入賞・入選作品展は、
10月25日から10月30日まで愛知県美術館ギャラリー展示
室Dで開催された。会場には、「カタチ」をテーマに、グランプ
リはじめ、優秀賞、特別賞、協賛会社賞及び入選に輝いた114
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作品が展示されギャラリーを彩った。6日間の会期中約800
人が来場し賑わいを見せた。
　※今回の応募作品は過去最高の432点。内訳は、一般の部
75点、大学・専門学校生の部295点、高校生の部62点。県別
でみると、愛知県255点、岐阜県51点、三重県12点、石川県
82点、富山県32点となった。

　■グランプリ・最優秀賞・中部経済産業局長賞
　●杉山真夕（山本学園情報文化専門学校）
　■優秀賞（6賞）
　●一般の部・愛知県知事賞：宮丸貴臣（駒田印刷㈱）、●一般
の部・岐阜県知事賞：塚本晋吉（駒田印刷㈱）、●大学生・専門
学校生の部・三重県知事賞：中嶋渓心（日本デザイナー芸術学
院）、●大学生・専門学校生の部・石川県知事賞：上田ミカ（日
本デザイナー芸術学院）、●高校生の部・富山県知事賞：水野
結衣（岐阜県立岐阜高等学校）、●高校生の部・中日新聞社賞：
采女周平（愛知県立愛知総合工科高等学校）
　■特別賞（13賞）
　●名古屋市長賞：服部昌城（㈱マルワ）、●愛知県教育委員
会賞：浅間尚希（山本学園情報文化専門学校）、●岐阜県教育
委員会賞：辻彩花（あいち造形デザイン専門学校）、●三重県
教育委員会賞：浅田真比呂（日本デザイナー芸術学院）、●名
古屋市教育委員会賞：小野真暉（広告デザイン専門学校）、●
中部デザイン団体協議会会長賞：佐古将也（あいち造形デザイ
ン専門学校）、●中部広告制作協会賞：鋤田百花（名古屋造形
大学）、●全日本印刷工業組合連合会会長賞：近藤小恭子（広
告デザイン専門学校）、●愛知県印刷工業組合理事長賞：赤座
健斗（大同大学）、●岐阜県印刷工業組合理事長賞：高橋咲菜

（あいち造形専門学校）、●三重県印刷工業組合理事長賞：永
岩大輝（日本デザイナー芸術学院）、●石川県印刷工業組合理
事長賞：黒川理々香（金沢学院大学）、●富山県印刷工業組合
理事長賞：紙屋音衣（富山県立富山北部高校）

第14回ポスターグランプリ・テーマ

 『 お ば け 』

杉 山 真 夕
3 つの形だけでも、シルエットとしてイラスト
を描くこともでき、大きさで強弱をつけること
で、立体感を演出することを意識しました。
（本誌表紙にカラー掲載）

■グランプリ（最優秀賞）
　中部経済産業局長賞

グランプリ・優秀賞・特別賞受賞者（敬称略）
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宮 丸 貴 臣
物事は、知識や情報があればあるほど捉
え方が変わる。一つの情報で考えを固め
しまうのは、誤解や偏見を生むこともあ
る。だから、広い視野を持って世の中を
見て欲しいというメッセージをポスター
で表現しました

上 田 ミ カ
『カタチ』という文字を二つに分けた
とき、真っ先に『か』達を思いうか
べました。沢山の『か』でできた形で、
駄洒落のひょうきんさと、赤色で日
本語の温かさを表しました。

塚 本 晋 吉
同じ形でもみる人によって捉え方は
様々です。色々な角度からモノを見
れば自分の気付かなかった一面を発
見できること表現しました。

水 野 結 衣
『唯一無二のカタチ』をコンセプトに
赤ちゃんの手形・足形をデザオインし
ました。誰もが持つ自分だけのカタチ
は、成長とともに変化します。誕生や
成長の証として手形や足形をとる家族
の愛情をポスターに込めました。

中 嶋 渓 心
「機械」

采 女 周 平
学校が変わり仲が良かった友達と疎遠
になってしまった悲しい思い出。それ
をきっかけにカタチの変わらないもの
はないのではないかと思い、例を複数
考え調べた結果、『ない』という判断
に至りこの作品を作りました。

●愛知県知事賞 ●岐阜県知事賞 ●三重県知事賞

●石川県知事賞 ●富山県知事賞 ●中日新聞社賞

※第13回ポスターグランプリ「入賞・入選作品集」を2023年1月下旬頃発行予定。
　作品集には、グランプリ・優秀賞・特別賞・協賛会社賞・入選の各作品を収録。

■ポスターグランプリ優秀賞
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■愛知労働局からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　労働災害防止への取り組み

「職場の年末安全衛生推進運動」
令和4年12月1日〜12月31日

「職場の年末安全衛生推
進運動」パンフレット　死傷災害の増加に歯止めを！

　愛知労働局では運動の趣旨について、「愛知労働局管内に
おける労働災害による死亡及び休業4日以上の労働災害は、
長期的には減少傾向にあるが、令和3年に労働災害により亡
くなった方は、26人（前年比48％減）となったが、死傷災害に
被災された方は7,989人（前年比7％増）となっている。また、
本年8月末日現在、労働災害により亡くなった方は16人（前
年同期比6％減）、死傷者数は5,248人（前年同期比16％増）
となっており、死傷者数の増加に歯止めが掛からない状況に
なっている。
　労働災害を防止するには、現場や作業の実態と関わる危な
さを把握し、事業者が『基本』を決め、労働者が定められた基
本動作を守る、日々の『管理』が必要である。
　愛知労働局、管下労働基準監督署は、「年末の慌ただしい時
期を迎えるにあたり、働く仲間が誰一人ケガをすることな
く、明るい新年を迎えられるよう、本来の管理に今一度立ち
戻ることを提唱し、『令和4年度 職場の年末安全衛生推進運
動』を実施する」としている。
　【主唱者の実施事項】
　〇局署及び労働災害防止団体との合同パトロール。
　〇本運動の周知による館内事業場の安全衛生意識の啓発。
　【事業場における実施事項】
　①事業者の実施事項
　〇現場や作業の実態と関わる危なさの把握。
　〇守るべき「基本」を定め労働者への徹底を図る。
　②労働者の実施事項
　〇定められた基本の尊守。

　事業者の「基本」と労働者の「管理」

　◎事業主の守るべき「基本」
　〇整理整頓のための収納場所を決めているか
　〇作業に応じた服装や保護具を決めているか
　〇作業手順を決めているか（臨機応変な対応を求めるのは

「基本」を決めた上でのこと）

　〇安全通路を決めているか
　〇階段に手すりを設置しているか
　〇機械装置の異常時に「止める・呼ぶ・待つ」と決めていて
も、どのボタンで止めるのか教育しているか／誰をどのよう
に呼ぶのか決めているか／どのように待つのか決めているか
　〇機械の清掃、注油、修理、点検など手順を決めているか
　〇あらかじめ作業計画を決め、関係者に周知しているか
　◎労働者の守るべき基本動作
　〇整理整頓する
　〇決められた服装や保護具を身に付けて作業をする
　〇決められた手順を守る
　〇決められた通路を歩く
　〇階段では手すりを持つ
　○機械装置に異常があれば「止める・呼ぶ・待つ」を励行する
　〇機械の掃除、注油、修理、点検などでは機械を停止する
　〇作業計画を変更しなければならないときは判断を仰ぐ

　本来の「管理」を考える

　愛知労働局、管下労働基準監督署では、守るべき「基本」を
決めるためには、現場や作業の実態と関わる危なさを把握す
ることが必要不可欠。危なさの度合いに応じて対応を決め

「基本」をしっかり定める。「基本」を決め、守らせるのは事業
主の役割、定められた基本動作を守るのは労働者の役割であ
る。労働者に任せた安全衛生「活動」から、事業主の行なう「管
理」へ。
　本来の「管理」に立ち戻ることを提唱している。

年末恒例の「職場の年末安全衛生推進運動」が12月１日〜 31日までの1か月にわたり
展開される。愛知労働局においても死傷災害の増加に歯止めが掛からない状況を打開し
ようと、管下労働基準監督署と共に、「令和4年度 職場の年末安全衛生推進運動」を実施
する。

スローガン：「無災害　みんなで迎える　明るい新年」
実 施 期 間：令和4年12月1日〜令和4年12月31日
主　唱　者：愛知労働局及び管下労働基準監督署
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産業中分類製造品出価額等および事業所数（従業員4人以上の事業所）

　従業者4人以上の事業所の動向
　経済産業省および総務省から「令和3年経済センサス―活
動調査　産業別集計（製造業）」に関する集計（概要版）結果の
概要」が公表された。
　経済センサスは、製造業を対象に調査する工業統計とは違
い、我が国全体の経済活動の実態を、全国的および地域別に
明らかにすることを目的に、全ての事業所・企業を対象に実
施した調査になる。
　＜調査結果＞
　製造業の事業所数は17万6858事業所、従業者数は746
万5556人。事業所数が最も多いのが「金属製品製造業」（2
万4094事業所、構成比13.6％）、次いで、「食品製造業」（2
万1624事業所、同12.2％）、「生産用機械器具製造業」81万
8138事業所、同10.3％）となった。
　一方、従業者数は、「食料品製造業」（109万4454人、構成比
14.7％）が最も高く、次いで、「輸送用機械器具製造業」（101
万7610人、同13.6％）、「生産用機械器具製造業」（60万6843
人、同8.1％）となっている。
　製造品出荷額等は302兆33億円、付加価値額は96兆8255
億円。製造品出価額等が最も多いのが「輸送用機械器具製造
業」（60兆1781億円、構成比19.9％）、次いで、「食料品製造
業」（29兆6058億 円、同9.8 ％）、「化 学 工 業」（28兆6030億
円、同9.5％）となった。付加価値額は、「輸送用機械器具製造
業」（14兆3083億円、構成比14.8％）が最も高く、次いで「化

学工業」（11兆5561億円、同11.9％）、「食料品製造業」（10兆
2701億円、同10.6％）となった。
　＜印刷・同関連業の動向＞
　注目される「印刷・同関連業」の事業所数は、9306事業所

（前年比3.7％減）、従業者数23万5105人（同6.6％減）、製造
品出価額等は4兆5756億円（同5.6％減）、付加価値額は2兆
999億円（同1.4％減）となった。ちなみに2019年の製造品出
価額は4兆8453億万円であった。
　＜都道府県別の状況＞
　都道府県別で事業所数の多いのは、愛知（1万4593事業所、
構成比8.3％）、大阪（1万4413事業所、同8.1％）、埼玉（1万
102事業所、同5.7％）、東京（9738事業所、同5.5％）、静岡

（8602事業所、同4.9％）となった。
　都道府県別で従業者数が多いのは、愛知（80万7694人、
構成比10.8％）、大阪（41万7816人、同5.6％）、静岡（40万
1827人、同5.4％）埼玉（37万9482人、同5.1％）、神奈川（34
万8312人、同4.7％）となっている。
　都道府県別で製造品種価額等が多いのは、愛知（43兆
9880億 円、構 成 比14.6 ％）、大 阪（16兆9758億 円、同
5.6％）、静岡（16兆4513億円）の順になる。
　都道府県別で付加価値の多いのは、愛知（11兆8718億円、
構成比12.3％）、大阪（5兆7031億円、同5.9％）、静岡（5兆
5793億円、同5.8％）の順になった。
　※調査結果は、https://www.stat.go.jp/ から検索可能。

印刷・同関連業

製造品出価額4兆5755億8800万円
（前年比1.4％減）
事業所数、従業員数いずれも前年比減少

令和3年
経済センサス
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　愛知県SDGs登録制度

　愛知県は、2019年に内閣府からSDGs未来都市に選定
され、SDGs達成に向けた取り組みを着実に進めてきてい
る。こうした中、SDGs推進機運の高まりとともに、特に、
企業・団体においては、その持続的な価値の向上に繋げる
ためSDGsを経営などに取り込む動きが加速している。
　愛知県が取り組んでいる「愛知県SDGs登録制度」は、
SDGsの達成に向けて取り組む企業・団体などを登録し、そ
の取り組みを「見える化」することで、SDGsに関する具体
的な取り組みを普及・促進させることを趣旨に、2021年9
月この制度が創設された。ちなみに2022年9月16日現在、
856の企業・団体が登録している。
　【登録要件】
　登録には、①〜③のすべての条件を満たし、SDGsの取り
組みを実施していることが必要になる。
　①基本要件
　〇愛知県内に事業所を有し、SDGs達成に向けた取り組
みを実施している企業・団体。
　②SDGsの取り組み
　〇経済・社会・環境の3側面で全てに関わる取り組みを実
施していること〇実施している取り組みについて、具体的
な目標を設定しSDGsのゴールと紐付けしていること〇
SDGsの取り組みを自社のホームページや会社案内などで
発信していること。
　③その他の資格
　〇県税などの滞納がないこと〇暴力団または暴力団員と

関係する事業者でないことと、法令違反もしくは公序良俗
に反する行為が無いこと〇愛知県のSDGsの取り組み及び

「愛知県SDGs登録制度」の信用、品位、イメージを損なう恐
れのある活動をしないこと。
　【登録のメリット】
　メリットとして次のことを挙げている。
　①愛知県ホームページで登録企業・団体の紹介。
　②登録者への情報提供（愛知県及び先進企業の取り組み、
SDGsイベント情報など）
　③登録者相互のマッチング支援（登録者が連携し新たな
取り組みを創出するための交流会の開催）。
　④登録証の交付（交付される木製の登録証は、サイズ：幅
210㎜×横148㎜×厚さ20㎜）。
　【登録・登録期間】
　登録は、申請者が登録要件を満たすことを確認し、愛知
県がSDGs登録制度に登録するとともに、登録証を交付し
県のWebサイトで公表する（申請から登録証の交付まで
1から2か月程度かかる）。登録期間は2025年3月までと
なっているが、登録は更新することができる。
　【申請の方法】
　ホームぺージから登録申請書をダウンロードし、必要事
項を記入の上、電子メールにて提出。
　【提出先・問い合わせ先】
　愛知県政策企画局企画調整部企画課 TEL052-954-
6473
　E-mail：kikaku＠pref.aichi.lg.jp
　URL：https://www.pref.aichi.jp/kikaku/aichi-sdgs/

□SDGs 達成に向けた取り組み
　SDGsの取り組みを「見える化」

愛知県SDGs登録制度
SDGs 達成に取り組む企業・団体を募集

登録者数 856企業・団体

　全日本印刷工業組合連合会（滝澤光正会長、全印工連）では、9
月29日名古屋駅前のウインクあいち（愛知県産業労働センター）
において〝SDGsを企業経営にどう活かすか〟をテーマに「全印工
連CSRサミット2022」を開催した（本誌11月号で詳報）。席上、パ
ネルディスカッションが開かれ、行政、企業、学校、印刷工業組合
の代表がそれぞれにおける取り組みを披露した。その中で、愛知
県政策企画局企画調整部企画課から県のSDGsへの取り組みにつ
いて報告があり、その中で「愛知県SDGs登録制度」が紹介された。
印刷業からも多数の企業が登録しアピールしているので、どのよ
うな制度なのか取り上げてみた。
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

　愛知県SDGs登録制度　Q&A
　Q 「愛知県SDGs登録制度」はどのような制度ですか。
　A　SDGsの達成に向けて取り組む企業・団体などを登
録し、企業・団体などの取り組みを「見える化」することで、
SDGsに関する具体的な取り組みを普及させることを目的
とする制度です。　 
　Q　登録すればSDGsの取り組みを行なっている証明に
なりますか。
　A　「愛知県SDGs登録制度は」は、企業・団体などの取り
組みを証明するものではありません。本制度はSDGsの取
り組みを実施し、その取り組みを自ら発信する企業・団体
などを登録する制度です。
　Q　登録するとどんなメリットがありますか。
　A　愛知県ホームページで登録企業・団体などの紹介を
すると共に、登録者への情報提供、登録者相互のマッチン
グ支援を行ないます。
　Q　登録してSDGsを推進することで、期待される効果
はどんなことが考えられますか。
　A　SDGs推進により期待される効果には、①企業イ
メージ、ブランドイメージの向上、②人材の確保・育成、③
従業員のモチベーションアップ、④販路・企業間取引の拡
大、⑤様々なステークホルダーとの連携強化。
　Q　申請に手数料や登録費などの費用は掛かりますか。
　A　本制度への登録は無料です。
　Q　愛知県内に事業所を有していませんが、愛知県内が
営業エリアに含まれている場合や、今後事業所を設立する
予定がある場合は申請できますか。
　A　申請時点で県内に事業所がない場合は申請できませ
ん。
　Q　県外に本社があり県内に事業所がある場合、事業所
名で申請できますか。
　A　可能です。申請は県内の事業所名で行なって下さい。
　Q　県内に複数の事業所がありますが、それぞれで申請
するのですか、一括で申請するのですか。
　A　事業所ごとでも、一括でも構いません。事業所ごと
に申請の場合、事業所ごとに記入してください。
　Q　「企業・団体など」に個人は含まれますか。また、法人
格を有しない任意団体は含まれますか。

　A　県内に事業所を有する個人事業主であれば申請でき
ます。また、法人格の有無は問いませんので申請できます。
　Q　どうしてSDGsの取り組みを自社のホームページや
会社案内などで発信しなければいけないのですか。
　A　「愛知県SDGs登録制度」は企業・団体などのSDGsの
達成に向けた取り組みを「見える化」し、SDGsに関する具
体的な取り組みを普及させることを目的としていますの
で、企業・団体などが自ら発信することで、多くの皆様に伝
わることを期待しています。
　Q　登録を機にSDGsの取り組みを実施しようと考えて
いますが申請可能ですか。
　A　申請時点ですでにSDGsの取り組みを実施し、その
取り組みをホームページや会社案内などで公表しているこ
とが必要です。
　Q　既にSDGsに向けた取り組みを行なっていますの
で、登録されたらその取り組みをホームページに掲載しよ
うと考えていますが申請可能ですか。
　A　申請時点で既にSDGsの取り組みをホームページや
会社案内などで公表していることが必要です。
　Q　登録申請書に記入する数値目標なども自社のホーム
ページに記載しないといけないのですか。
　A　SDGsのどのようなゴールに向けて、どんな取り組
みをしているのかホームページなどで発信していただく必
要がありますが、数値目標や進捗状況の記載は必須ではあ
りません。ただし、県ホームページには申請書の内容をそ
のまま記載します。
　Q　愛知県内の事業所で申請しますが、ホームページは
本社のものしかありません。
　A　本社のホームページに当該事業所で取り組む内容が
記載されていればかまいません。
　Q　申請書について審査はありますか。
　A　目標や取り組み内容の審査はありませんが、必要事
項が全て記載されているかの確認をさせていただきます。
　Q　申請から登録までどのくらいかかりますか。
　A　申請受付後、書類確認などを行なった後、登録書の制
作を行なうため1 〜 2か月程度の時間をいただきます。書類
の不備や修正などがあるは連絡させていただきます。また、
登録となった場合は、メールを送付させていただきます。
　※誌面の都合で割愛して掲載
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　令和4年度「永年勤続優良従業員」表彰が行なわれ、同一事
業所において10年及び15年の長きにわたり勤務し、社業の
発展に貢献してきた皆さんが表彰された。表彰式は、11月1
日各事業所において行なわれた。
　■愛知県知事表彰
　【推薦理由】「同一事業所において、15年以上の長期にわ
たり連続勤務し、その間、品行方正にして優れた知識技能を
もって業務を遂行するとともに後輩の指導育成に当るなど、
企業の発展に著しく貢献する者として事業主より推薦され、
かつ、表彰審査委員会において愛知県知事表彰に相応しいと
認められた者である」。
　【東北支部】久保田寛之（昭和印刷㈱）
　【中支部】松島秀人（共生印刷㈱）
　【名南支部】平野義民（㈱昭栄社印刷所）、山田美樹（㈱昭栄
社印刷所）、木下貴弘（長苗印刷㈱）
　【東南支部】大澤達也（㈱一誠社）、大野剛（㈱一誠社）、土屋
新次（㈱マルワ）
　【知多支部】髙橋恵（プリ・テック㈱）、山﨑正樹（プリ・テッ
ク㈱）
　【西三河支部】臼井麻美（あいち印刷㈱）、加藤淳久（あいち

印刷㈱）、中川章二（あいち印刷㈱）、中川裕靖（あいち印刷
㈱）、山本保春（あいち印刷㈱）

　■全日本印刷工業組合連合会会長・愛知県印刷工業組合理
事長表彰
　【推薦理由】「同一事業所において、10年以上勤務し、技術
優秀、欠勤率僅少にして、その勤務態度は他従業員の模範で
あり、表彰に該当する者として事業主より推薦され、かつ、表
彰審査委員会において全日本印刷工業組合連合会会長・愛知
県印刷工業組合理事長表彰にふさわしいと認められた者であ
る」。
　【中村支部】本間友介（名鉄局印刷㈱）、西野康子（名鉄局印
刷㈱）
　【名南支部】阿知波真一（㈱昭栄社印刷所）、木全晴彦（長苗
印刷㈱）
　【東南支部】莨谷和之（新日本印刷㈱）、神成隆之（新日本印
刷㈱）、厚見臣（新日本印刷㈱）、白木晴美（新日本印刷㈱）、大
山知美（新日本印刷㈱）、松岡恭弘（㈱マルワ）
　【知多支部】堀田千晴（プリ・テック㈱）、中野知也（プリ・
テック㈱）、岩尾良（プリ・テック㈱）
　【西三河支部】宮本大介（あいち印刷㈱）、秋月志歩（あいち
印刷㈱）、麓 慎吾（あいち印刷㈱）
　【東三河支部】門亀目一帆（㈱豊橋印刷社）、尾崎允俊（㈱豊橋
印刷社）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　ご案内のように、Adobe Creative Cloudの「全印工連特
別ライセンスプログラム」は、今年で11年目を迎えました
が、現契約が11月30日をもって満了を迎え、12月1日より
新契約がスタートします。新契約期間は2022年12月1日〜
2025年11月30日の3年契約になります。（期間途中からの契
約も可能です！）
　アドビ社は今年5月に、Adobe Creative Cloudの価格改
定を行なうなど、一般流通価格が上昇傾向にある中で、全印
工連特別ライセンスプログラムの新規契約においては、引き
続き組合員だけの特別限定価格にて提供できることになりま
した。1本から契約が可能です。
　新契約におけるプラン・価格などは、チラシ・パンフレッ
ト・機関誌「日本の印刷」などでご案内しておりますが、下記
に一部縮小したものを掲載しました。更に詳しくは、PDFで
ご確認いただければと思います。是非ともご検討いただきた
く改めてご案内を致しました。
　新規契約の申し込みは下記Webサイトで受け付けていま
す。https://www.ajpialicense.com/　（MyPage）
　なお、製品利用開始までの流れは概ね次のようになります。

ご案内

Adobe Creative Cloud
全印工連 特別ライセンスプログラム

愛知県知事表彰、全日本印刷工業組合連合
会会長・愛知県印刷工業組合理事長表彰

永年勤続優良従業員表彰受彰の皆さん
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

　愛知県印刷工業組合では、新春恒例の印刷と関連業
界「新年互礼会」を下記要項で開催いたします。
　〇開催日時：令和5年1月11日（水）15時30分新春講
演会　17時20分新年互礼会
　〇会場：名古屋東急ホテル3階「ヴェルサイユの間」
名古屋市中区栄4-6-8　TEL052-251-2411
　〇参加会費：1人20,000円（※講演会のみ参加の場
合1人5,000円）、☆愛印工組組合員及び賛助会員1人
15,000円（※講演会のみ参加の場合1人3,000円）
　〇申込締切日：12月13日（火）
　〇主催：愛知県印刷工業組合／〇協賛：愛知県印刷産
業団体連絡会
　□新春講演会
　演題：「定年のない職場を目指して」
　講師：関野里美氏（セントラル印刷㈱代表取締社長）
　講演内容：セントラル印刷は10数名の会社。社員は
外国人だけでなく、発達障害や心的病を患った方をは
じめ多様な方が籍を置いています。「前例のない印刷会
社の形をつくりたい」「やりたいことを実現できる会社
にしたい」が関野社長の思い。その思いを受けて社員
の皆さんも笑顔です。中小企業だから実現できる多様
性の姿がこの会社にはあります。当日、講演の後半で
は対談形式も予定しています。是非ご参加いただき、
未来を創る一助にしてください。

令和5年新春
印刷と関連業界「新年互礼会」
開催のご案内

　①MyPage「新規見積依頼」より見積依頼（見積書はメール
にて届きます）、②見積発行通知メール内の「見積書リンク」
をクリック、③リンク先MyPage「契約詳細」から「発注依頼」
ボタンを押す、④請求書発行通知メール内の「請求書リンク」
をクリック、⑤リンク先MyPage「契約詳細」から請求書ダウ
ンロード、⑥MyPage「ID登録・変更」よりID登録、⑦使用開始。

　日本印刷産業連合会及び関連10団体主催による第21回印
刷産業環境優良工場表彰の応募要領が発表された。
　①応募資格：日本印刷産業連合会の会員団体傘下企業の工
場。第2次審査への応募は1企業につき1工場に限る。工場稼
働後3年以上経過していること（2023年2月1日現在）。最近5
カ年以内に環境法令等に基づき操業停止等の行政による処分
を受けていないこと。
　②応募の手続き：応募する工場は第1次審査用応募票を1通
提出すること。ただし過去に当環境表彰を受賞した工場は第
1次審査を免除する。第1次審査を通過した工場が第2次審査
用応募書類を提出することができる（該当工場には当連合会
から2月中旬に通知）。応募工場従業員数29人以下（かつ企業
全体従業員数49人以下）の事業所は、小規模事業所部門に応
募できる。
　※応募書類は、https://www.jfpi.or.jpからダウンロード。
　③応募期間：第１次審査2022年11月18日（金）〜 2023年
1月31日（火）。第2次審査2023年2月20日（月）〜 2023年4
月7日（金）。
　④表彰の種類：経済産業大臣賞（申請中）、経済産業省商務
情報政策局長賞（申請中）、日本印刷産業連合会会長賞、日本
印刷産業連合会奨励賞。
　※上記賞以外に表彰に値する工場（継続性、業界貢献等）に
は特別賞を授与。※局長賞、会長賞、奨励賞は部門別（一般部
門、小規模事業所部門）に審査。
　⑤表彰式：日時/2023年9月13日（水）、会場/ホテルニュー

オータニ）、「2023年印刷の月・記念式典」にて表彰（予定）。
　【問合せ先】
　一般社団法人日本印刷産業連合会　環境表彰担当
　〒104-0041東京都中央区新富1-16-8　TEL03-3553-
6051　FAX03-3553-6079　e-mail:kankyo.info@jfpi.
or.jp 

日印産連

第21回印刷産業環境優良工場表彰
2023年度応募要領発表
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編 集 だ よ り
　■2022 年も残りわずか―。今年も大変
な 1 年であったと思います。来年は、卯（う
さぎ）年。兎は飛び跳ねることから景気が
上向いたり、回復するといい、株式市場で
も相性の良い年周りといわれています。是
非、そうなってもらいたいものです。

　愛知県印刷工業組合をはじめ、岐阜・三
重の各県工組と、多くの印刷関連団体が後
援、㈱光文堂が主催し開催する新春恒例の
総合印刷機材展「第 59 回光文堂新春機材
展 PrintDoors2023」が、2023年1月25・
26日の両日、名古屋市国際展示場ポートメ
ッセなごや 3 号館において開催される。
　印刷・情報関連産業の現在と未来を知

　○スリースター認定：新日本印刷㈱、○
ツースター認定：㈱マルワ、○ワンスター
認定：木野瀬印刷㈱、半田中央印刷㈱、豊
橋合同印刷㈱、㈱愛知印刷工業、㈱荒川印
刷、大信印刷㈱。

　日本印刷産業連合会は「第 62 回 2023
年ジャパンパッケージングコンペティショ
ン（JPC）」の作品募集を開始した。
　申込期間は 2023 年 2 月 13 日まで。
　募集作品の対象は、2021 年 1 月 1 日
〜 2022 年 12 月 31 日までの 2 年間に商
品化され、市販された商品パッケージおよ
び POP。ブランドオーナーを始めデザイ
ナー、構造設計者、代理店、印刷関連企業
など、広く作品を募っている。
　JPC は、時代のニーズを先取りするコ
マーシャルパッケージ（商品包装）の優秀
さを競う展示会として長い歴史がある。近
年は使いやすさなど従来の機能に加え、安
心・安全、環境への配慮など、多様な要求
に応える新しいパッケージデザインの開
発、提案が求められている。
　応募方法など詳細は、ホームページ
https://www.jfpi.or.jp/ からダウンロー
ド。

　全印工連 CSR 認定「第 40 期ワンスタ
ー認定」の募集が開始されている。
　【募集期間】2022 年 11 月 1 日〜 2023
年 1 月 31 日まで。認定登録は 2023 年 3
月の予定。
　【申請書類】全印工連 CSR 認定応募申
込書に必要事項を記入し、全印工連あて
に FAX で申し込む。応募申込書の到着後、
申請書類が送られてくるので、次の①〜⑤
の申請書類を提出する。① CSR 取り組み
項目チェックリスト、②法令遵守宣誓書（所
定様式）、③納税証明書（税務署が交付し
た証明書）、④過去 3 年の行政処分がない
ことの宣誓書（所定様式）、⑤添付書類（CSR
取り組み項目チェックリストで選択した項
目を証明する書類）。
　【認定の概要】申請書類①〜⑤の提出後
は、審査機関の CSR ＆サステナビリティ
センターにおいて書類審査を行ない、外部
の有識者で構成する全印工連 CSR 認定委

員会において審査結果をもとに認定が行な
われる。認定取得後は 2 年ごとに更新審
査を行ない、上位認定であるツースター認
定の取得もできる。さらに、ツースター認
定取得後は最上位認定であるスリースター
認定の取得も可能。
　認定企業は、全印工連 CSR 認定マーク
を名刺、会社案内、ホームページなどに表
示して、積極的に CSR に取り組んでいる
企業であることを社会にアピールできる。
　【詳細については】
　ホームページ　全印工連 CSR　検索
　※愛印工組での取得企業

ることができる 2 日間。今回は「VALUE
＆ INNOVATION　きらり」をテーマに、
印刷業界が抱えている多種多様な課題を解
決するソリューションが提案される。特に、
今後の経営基盤を確立する参考になるとと
もに、将来へ向けての設備計画の方向付け
の場として大きな期待が寄せられている。
また、恒例の印刷ビジネス交流コーナー「コ
ラボレーション展」も併催され、情報交換
に華が咲く。
　≪開催概要≫
　□会期：2023 年 1 月 25 日（水）、26
日（木）の 2 日間
　□開催時間：25 日 AM10:00 〜 PM5:00、
26日AM9:00〜PM4：00
　□会場：名古屋市国際展示場ポートメッ
セなごや 3 号館（名古屋市港区金城ふ頭
2-2　TEL052-398-1771）
　□併催：コラボレーション展
　□併催：特別セミナー 
　≪後援団体≫
　愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業組
合、三重県印刷工業組合、日本グラフィッ
クサービス工業会愛知県支部、愛知県製本
工業組合、中部グラフィックコミュニケー
ションズ工業組合、愛知県トムソン工業協
同組合、東海北陸シーリング印刷協同組合

□第59回光文堂新春機材展開催

「Print Doors2023」
会期：1月25・26日
会場：ポートメッセなごや3号館

全印工連

第40期ワンスター認定募集中
募集期間2023年1月31日まで

日印産連

「JPC」作品募集開始
締め切り2023年2月13日まで

「PrintDoors2023」ポスター
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TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3丁目 7番 23 号
TEL :052-961-7661　FAX:052-961-7662


